
メディシェフ認定食品・飲食店
のご案内

一般社団法人 日本医食促進協会

食品・メニューのもつ価値を「見える化」しませんか



【メディシェフとは】

メディシェフは新しい食を作る挑戦です



【医療・栄養・調理の連携】

メディシェフを生み出す仕組み

×

メディシェフ育成システム

医療

おいしさの
技術

医学の
技術

一般の主婦から調理師まで
医食の知識を持ったメディシェフに

栄養 調理

多くのメディシェフレシピや
ヘルスケア食を生み出す力に

ノウハウ

㈱竹屋旅館
糖尿病の方も食べられる美味しい
フルコース「駿河湾レシピ」の健康
食調理ノウハウと実績

独立していた知識を繋げる仕組み 独自の知識創造

＋

大村ｸﾘﾆｯｸ、RYUﾒﾃﾞｨｶﾙGr.
一般市民らを対象に、家庭で
できる美味しい糖尿病食等の
料理教室を定期的に開催。
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メディシェフ認定食品とは
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メディシェフ認定食品とは・・・
機能性とおいしさを兼ね備え、QOL（クオリティーオブライフ）の向上に寄与すると
認められた食品をメディシェフが認定し、広く社会に認知して頂くためにメディシェフ
がPRなどの協力を行っていくものです。

医学・栄養の
エビデンスに
基づく価値 × 食の楽しさ・

美味しさ・感
動を与える
感覚的な価値

メディシェフ認定食品

メディシェフ認定食品のご紹介

健康 おいしさ
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メディシェフ食品に認定されると・・・

メディシェフ認定食品のご紹介

認定証 認定マーク

食材・食品のほか、飲食店や研修プログラム等に認定を行い
健康食の啓蒙を行っていきます。



①商品の「美味しい健康食」の価値を見える化できます

メディシェフ認定食品のメリット

「商品のパッケージに「メディシェフ」のロゴを貼ることで、
商品の差別化に繋がりました」



②メディシェフレシピに活用されやすくなります

メディシェフ認定食品のメリット

「メディシェフがつくる健康レシピに商品を活用頂き、
そのレシピをご覧になった方が購入して下さいました」



③メディシェフのウェブサイトやSNSで発信されます

メディシェフ認定食品のメリット

「メディシェフのサイトで発信されることによって
第三者評価を得られ商品の信頼アップにつながりました」



④プレスリリースの素材に使えます

メディシェフ認定食品のメリット

「メディシェフという資格と連動した認定なので、
取材されやすくなり、知名度アップにつながりました」
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商品名：金芽米・金芽ロウカット玄米（東洋ライス㈱）

メディシェフ認定食品の一例

認定理由
（健康）カロリー制限を必要とする食事において主食となりえる

食物繊維が多く含まれ、血糖を上げにくくする効果も期待できる
（美味しさ）味がよく、美味しく食べられる

ロウカット玄米は噛み応えがあるため満腹感が得られる



メディシェフ認定食品の一例
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商品名：ドクターメロン（㈱Happy Quality 袋井市）

認定理由
（健康）カリウム濃度が従来の半分で、じん臓病の方でも食べられる
（おいしさ）青臭さや口の中のピリピリ感が緩和された食べやすいメロン
⇒患者や家族のQOL向上に必要とされる商品と認められる
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メディシェフ認定飲食店とは



（飲食店向け）メディシェフ認定飲食店
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飲食店の「健康食」の付加価値づくりもお手伝いします

メディシェフ認定飲食店 認定要件

以下の要件を満たした飲食店を「認定飲食店」としてPRし、
店舗の健康食・健康経営の付加価値づくりに寄与します。

①メディシェフ2級以上の取得者が店舗内に1名以上
いること

②メディシェフレシピを1品以上取り扱っていること
③メディシェフ認定食材を1品以上取り扱っていること
④健康食の発信に関する活動を年に1度以上行っていること



①様々な健康食イベントを開催できるようになります

メディシェフ認定飲食店のメリット

「メディシェフの名前を冠したイベントを店舗で行うことで
健康食を求める新たな顧客開拓に繋がりました」



②メディシェフのウェブサイトやSNSで発信されます

メディシェフ認定飲食店のメリット

「メディシェフのサイトで発信されることによって
第三者評価を得られ商品の信頼アップにつながりました」



③「日本ヘルスツーリズム振興機構」のサイトとも連携

メディシェフ認定飲食店のメリット

国や大手旅行代理店らが運営する「ヘルスツーリズム振興機構」
からの紹介で、観光客の獲得にも繋がりました

連携
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メディシェフ認定までのフロー



メディシェフ認定までのフロー

応募 審査① 審査② 認定

御
社

協
会

-申込用紙
の記入

-商品サン
プル送付

-書類審査
-認定委員の
試食審査

-認定証、ロ
ゴ発行
-メディシェ
フによるPR

-認定料の納付

審査期間：1か月程度



メディシェフ認定までのフロー

応募
-申込用紙の記入

-商品サンプル送付

①メディシェフのウェブサイトの「認定商品」のページから「認定商品
応募シート」をダウンロードし、ご記入下さい。

②ご記入後、メールまたはFAXにて日本医食促進協会宛に送付ください。
受領を確認しましたらご連絡いたしますので、その後商品サンプルを送
付ください。



メディシェフ認定までのフロー

審査
-書類審査

-認定委員の試食審査

「おいしさ」については試食審査にて、「健康」についてはエビデンス
をもとにした専門家評価にて審査いたします。

（おいしさ部門）
青木 一敏（ホテルクエスト清水料理長 調理師 ふじのくに食の都仕事人of the year2015,2016,2017）
早川 亮介（株式会社なすび 取締役総料理長 調理師 ふじのくに食の都仕事人）
鈴木 啓太（セティボン代表取締役社長 パティシエ ふじのくに食の都仕事人）
村松 優光（株式会社ぐるなび 静岡所長）

（健康部門）
時光 一郎（人間総合科学大学教授医学博士）
伊藤 一彦（大阪市立大学医学部客員教授 BCC株式会社代表取締役社長）
大村和規（医療法人陸和会大村クリニック 医師）
小嶋隆三（㈱RYUメディカルグループ 歯科医師）
小川侑子（RYUメディカルクッキング 管理栄養士）

認定委員

※エビデンスについて、本審査では検査は行いませんので
申込時に第三者機関の検査結果を添付してください



メディシェフ認定までのフロー

認定 -認定料の納付

申込料 無料

認定料 50,000円

更新料 無料



メディシェフ認定時の特典

認定シール（100枚）を贈呈いたします

認定証をお送りいたします

認定委員の推奨コメントをお使いいただけます

メディシェフのウェブサイトに掲載いたします

レシピ開発・販売促進の支援をいたします（※）

（※）支援内容により、別途費用がかかります



協会概要
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運営社団 一般社団法人 日本医食促進協会

事業概要

医療・栄養・調理の専門知識を融合させた新しい資格「メディシェフ」
を創設。健康と食の満足度の両立を実現できる食事を作る人材を
育成する。

本社住所 静岡県静岡市清水区真砂町３－２７

スローガン 食のNext Standardをつくる

メディシェフが活躍できる様々なフィールドを創出することで、社会の
QOL向上を図るとともに、食生活の改善による予防医療の推進に
努め、健康寿命の延伸に寄与することを目指す。



（協会メンバー）
代表理事 竹内佑騎（㈱竹屋旅館）
理事 大村和規（医療法人陸和会大村クリニック 医師）
理事 小嶋隆三（㈱RYUメディカルグループ 歯科医師）

青木一敏（ホテルクエスト清水料理長 調理師）
小川侑子（RYUメディカルクッキング 管理栄養士）
青木真咲（事務局長）

（アドバイザー）
柳 孝一（多摩大学名誉教授、元早稲田大学商学研究科（MBA）教授、元日本ベンチャー学会理事）
山谷 拓志（日本バスケットボールリーグ専務理事兼COO、サイバーダインつくばロボッツ代表）
時光 一郎（人間総合科学大学人間学部ヘルスフードサイエンス学科 教授 医学博士）
伊藤 一彦（レクリエーション介護士資格創設者 BCC株式会社代表取締役社長）
志水 武史（日本総合研究所 リサーチ・コンサルティング部門マネジャー）

（監修者）
【医療】大野 敦 （医師 東京医科大学八王子医療センター 糖尿病・内分泌・代謝内科 科長）
【栄養】小林 美貴（管理栄養士 一般社団法人健康栄養支援センター 高齢者栄養部長）
【調理】早川 亮介（調理師 株式会社なすび 取締役総料理長）
【出版・メディア】石川 裕也（行政書士 CCMOコンサルティング）
【知的財産・法務】堀尾 純矢（弁護士・社会保険労務士 栗田勇法律事務所）

（連携）
一般社団法人 日本アクティブコミュニティ協会
NPO法人 日本ヘルスツーリズム振興機構

協会概要



食のNext Standardを
一緒に創っていきましょう！

御社の商品に新しい価値を

【お問い合わせ先】
一般社団法人日本医食促進協会事務局

TEL 054-366-8785
Mail：info@medi-chef.org 


